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01．改訂計画に関するパブリックコメント ( 骨子案 ) を実施します。

03．第４回意見交換会開催のお知らせ
04．連載コラム『私の思う、静岡市の未来』
　　　　　執筆：久保田 尚 先生

　静岡市では現在、「静岡市都市計画マスタープラン」の改訂を通じて、今後、静岡
市をどのような都市にしていくのか検討を進めています。
　その際、都市計画マスタープランに関する情報を積極的に発信し、市民の皆さん
から様々なご意見をいただくことが大切であると考えています。
　静岡市都市計画マスタープランのニュースレター「SHIZUOKA トシマス」第６弾
では、パブリックコメント（骨子案）のお知らせ、区別構想の概要、第４回まちづく
りカフェの開催案内、まちづくりに関する連載コラムを掲載しています。
　ぜひ手に取ってご覧ください。
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執筆：久保田 尚 先生

（埼玉大学大学院 

  理工学研究科 教授、

  静岡市都市計画マスター

  プラン策定懇話会会長）

04．連載コラム『私の想う、静岡市の未来』
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03．第４回意見交換会開催のお知らせ

　第４回のまちづくりカフェでは、区ごとに分かれて、「地域まちづくり」をテーマ
に、皆さんとアイデアを出し合っていただきたいと思います！
　皆さんのご参加をお待ちしています！！

葵区・駿河区（合同開催） 清水区

2015 年 9月 29日（火）
19：00～ 20：30

2015 年 9月 30日（水）
19：00～ 20：30

MIRAIE リアン　１階
コミュニティホール

清水テルサ　７階
会議室

各区３０名程度（先着順） ３０名程度（先着順）

【 参加費無料 】
　参加希望の方は、
　お電話にて事前に
　お申し込みください。
平成27年9月28日（月）まで
静岡市コールセンター　
054-200-4894
（8 ～ 20 時・年中無休）

02．改訂計画の「区別構想」について

（埼玉大学大学院理工学研究科教授、
  静岡市都市計画マスタープラン策定懇話会会長）



02．改訂計画の「区別構想」について

　改訂計画では、「将来都市構造」の実現に向けて、葵区・駿河区・清水区の３区
ごとに、目標や取組方針等をまとめた「区別構想」を示します。
　なお、各区のまちづくりの方針については、「まちづくりカフェ」や「パネル展示」
等でいただいた意見を基に、整理したものになります。

　市では、多くの皆さんから意見をいただけるよ
う、市役所・区役所のほか、市内各施設やホームペー
ジにて意見募集を行っています。
　その上で、設置している意見書への記入や、HP
の意見フォームでの投稿を受け付けています。

どうやって意見を伝えれば良いの？
　「パブリックコメント」とは、市民参画の推進や
行政運営における公正の確保や透明性の向上を図
るため、政策や条例・規則等を定める過程におい
て趣旨や内容等を公表し、広く一般に意見を求め、
提出された意見を考慮して意思決定を行おうとす
る手続です。

パブリックコメントって何？

　皆さんからいただいた意見につきましては、市役
所の関係各課が出席する会議や、有識者を交え
た懇談会に報告するとともに、計画内容の検討素
材として活用させていただきます。

出した意見はどのように扱われるの？

01．改訂計画に関するパブリックコメント（骨子案）を実施します。

　今年度は、昨年度までと同様に、意見交換会やニュースレター等を通じて策定状
況をお伝えしていくことに加え、改訂計画を市ホームページ（市HP）等で公表し、
市民の皆さんからの意見を募集する「パブリックコメント（骨子案）」を実施します。

～ パブリックコメント（骨子案）の流れ ～

実施期間：2015 年 8月 21 日（金）～ 9月 18 日（金）

【市役所・区役所】
都市計画課、
各区の市政情報コーナー

【市内各施設】
各生涯学習センター

【ホームページ】
市HP、
トシマス特設HP
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【意見書に記入】
市役所・区役所及び市内各施設に、「意見書」を設置
しておりますので、期間内にご記入ください。
なお、提出方法は、「市都市計画課」まで、郵送・
FAX・持参をお願い致します。

【記入フォームに投稿】
「トシマス特設HP」に
アクセスいただき、記入
フォームに直接ご入力
ください。
（アドレスは裏面に記載）

※なお、いただいた意見の内容についてお聞きする場合がありますので、差支えがなければ、
　氏名・住所・連絡先（電話番号等）を記載してください。
※個人を特定できないように編集した上、要旨をホームページ等で紹介させていただくこと
　がありますが、個人情報につきましては、厳正に管理を行い、他の目的に利用することは
　ありません。

市にて、いただいた意見をとりまとめ、計画内容の検討素材として活用
第２回パブリックコメントの実施（12月頃を予定）

ま
と
め

　今回の「パブリックコメント（骨子案）」でいた
だいた意見から、さらに整理した計画に対する「第
２回パブリックコメント」を、12月頃に実施した
いと考えております。

意見を出せるのは今回だけなの？

A O I  
葵区

S U R U G A  
駿河区

S H I M I Z U  
清水区

まちづくりの方針

◆歴史・文化を身近に感じる、自然
と共存した魅力あるまちづくり

◆子どもからお年寄りまで、安全で
安心して暮らせるまちづくり

◆公共交通が充実し、自転車や歩いて
回れるコンパクトなまちづくり

まちづくりの方針

◆スムーズな交通アクセスによる、活発
で賑わいのある住みやすいまちづくり

◆安全・安心に生活できる、
　思いやりのあるまちづくり

◆四季の移ろいや多世代の交流を
　楽しむことのできるまちづくり

まちづくりの方針

◆海・港を中心とした、活力とにぎわい
あふれるまちづくり

◆歴史・自然・スポーツなどの地域資源を
つなぐ、公共交通の充実したまちづくり

◆水と緑を活かしつつ、安全・安心に
暮らせる防災・減災のまちづくり


